











































情報提供 ・指導を行 うことはご本人 ・ご家族への心理面への
フォローにも繋がっていると思われ,更 に在宅生活に沿った
有意義な情報提供 ・環境調整を行 うことが出来ていると考え
られる.
【結論】
これらの経験から,在宅生活でのご本人の嚥下機能を最大
限に引き出す環境作りの必要性,地域との連携の重要性を感
じた.今後も積極的に検査入院を行 うと同時に,取 り組みを
紹介し,地域に密着した支援を行っていくことが重要と考え
られる.
【考察】
重度摂食嚥下障害の胃瘻の方やそのご家族は,経 口摂取へ
のあきらめや在宅生活にっいて漠然とした不安を抱いている
方も多い.その中には,在宅生活が中心で摂食 ・嚥下障害の
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